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▶13：10～

〈神あるいは自然〉
─ローゼ・アウスレンダーの詩とスピノザ

加藤 丈雄教授【ドイツ文学】

第２次大戦を生き抜いたユダヤ系
詩人Ausländerにとって詩を書く
ことは「生き延びること」と同義で
あった。その一方で、彼女は哲学、わ
けてもSpinozaの哲学に惹かれて
いたことも広く知られている。
Ethicaの哲学者をプリズムにして、
彼女の作品世界を読み解きたい。

▶13：50～

条支と神龍
乾　 源俊教授【中国文学】

最も早い李白文集の序文、李陽冰
「草堂集序」に、先祖謫居の地が「条
支」、帰還の年号が「神龍」と記され
る。その正否をめぐり従来議論が紛
糾してきたが、これがどのような資
料でどう読むべきかという視点か
ら、解答を与えたい。

▶14：40～

宗祇の文学と『名所和歌抄出』
―典拠と創作―

赤瀬 知子教授【国文学】

連歌師宗祇の文学がいかに生み出
され完成されるに到ったかは今日
でもなお解明されていない。注目す
べきは『名所和歌抄出』という歌集
である。無名の歌集が創作の典拠
に用いられ彼の文学に影響を与え
たことを詳しく論じたい。

▶15：20～

五障と変成男子をめぐる諸問題
ダシュ ショバ ラニ准教授【インド学・仏教学】

「女性も仏になれるのか？」という問
いに対して先ず生じたのは「五障」
という問題である。それを回避する
ために大乗仏典は「変成男子」とい
う方法を考え、「女人成仏」を主張す
る。本発表では、五障と変成男子の
思想がどのように成立し展開したか
に関する様々な問題点を整理し、検
討する。


